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第１章 緒言 

現在、看護学実習において看護学生が受け持つ入院患者の多くは高齢者である。看護学

生は学習の途上にあり、援助技術も十分とは言えない。その学生の受け持ちを引き受ける

患者に支えられ、看護学実習は成り立ってきた。学生の受け持ち患者を対象とした先行研

究では、半数程度が受け持ちに肯定的（片岡ら、2005）（矢田ら、2002）であり、実習を積

極的に受け入れ（高橋、2009）、学生のケアへ感謝（山田、1995）（松浦ら、2012）をして

いることなどが明らかになっている。さらに、実習への肯定感の高さと主観的 QOL の関連

（飯室、2012）も報告されている。では高齢患者はどのように看護学実習を受け入れ、実

習中にどのような経験をして、どのような思いをもっているのであろうか。その思いを知

ることは、看護学実習の受け持ちを引き受けることに伴う高齢患者への不利益を最小限に

するだけでなく、意義のある看護学実習についての示唆を得ることにつながる。 

 

第 2 章 研究の目的と意義 

高齢入院患者が看護学生の実習をどのように受け入れ、受け止め、高齢患者に何をも

たらしたのか、そこには何が影響していたのかを明らかにする。実習受け持ちとなる高

齢患者が、実習を通してどのような経験をしているのかを明らかにすることにより、対

象となる高齢患者の負担を最小限にし、意義のある看護学実習についての示唆を得るこ

とができる。 

 

第 3 章 研究方法 

Ａ病院に入院中で、看護学生の受け持ちを引き受けた認知障害のない 65 歳以上の高齢

者で、研究協力の同意を得られた患者に、インタビューガイドをもとに半構造化面接を行

い、Smith.J.A の開発した解釈的現象学的分析（Interpretative Phenomenological 

Analysis : IPA）を参考にして分析を行った。 

本研究調査に当たり、桜美林大学および A 病院の研究倫理審査委員会の承認を得た。 

 

第 4 章 結果  

研究参加の承諾が得られたのは回復期リハビリテーション病棟入院中の 60 歳代後半か

ら 70 歳代前半の男性 1名、女性 2名の計 3名だった。インタビューデータから、7テーマ、

16サブテーマが導き出された。≪ ≫はテーマ、【 】はサブテーマ、「 」は調査対象者

の実際の語りのデータを示す。 

導き出されたテーマは、≪実習受け入れ時の状況≫、≪実習受け入れ時の患者の意識≫、

≪ケアへの感謝≫、≪学生への好意的な印象≫、≪学生の関わりの受け止め≫、≪学生に

対する期待≫、≪学校・教員の存在を受け止める≫だった。 

 

第 5 章 考察 

≪実習受け入れ時の状況≫ 受け入れ患者は、入院期間が長く、リハビリテーション中心

の治療、身体に残る障害、今後の生活スタイル変更の必要性、学生の実習受け入れ経験を

有するなどの特徴を持ち、疾患を自分なりに受け止め、リハビリに取り組んでいいた。 
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≪実習受け入れ時の患者の意識≫ 患者は肯定的に実習を受け入れ、その理由の一つは、

病院にお世話になっているという片岡（2005）の報告と同様だった。自分が受けている医

療によって回復に向かっている自覚を持っていることが、肯定的な受け入れにつながると

考えられる。また、過去の経験から実習に期待をもち、積極的に実習を受け入れていた。 

≪ケアへの感謝≫ 学生への感謝は、松浦ら（2012）の報告にあるが、感謝もたらしたの

は、不自由な身体を労わるケアと、これからの生活を考えた学生の提案だった。痺れて動

かない自分の手を温めてくれたケアは、涙とともに語られた。不自由になった自分の身体

と日々向き合っている高齢患者は、温熱刺激による血液循環の促進、筋緊張の軽減による

疼痛閾値の上昇・リラクセーション効果など（馮、2013）（末広、2007）とともに、ケアに

こめられた労わりの気持ちに感謝していたと考える。また、これから先の生活に向けた、

提案にも感謝していた。退院後の生活を共に見据え、それにつながる提案が、感謝の気持

ちにつながったと考える。これらは、新山ら（2012）による、脳血管障害をもつ患者に関

する研究でも同様に報告されている。 

≪学生に対する期待≫ 片岡ら（2005）は、実習受け入れへの否定的意見を持つ理由の一

つに、技術への不安をあげている。しかし、今回学生の技術への不安は聞かれず、患者は

未熟であることを当たり前と受け止め、熱意や誠意を重視していた。看護学生を支援する

対象として見ていた（高橋、2014）という先行研究からも、受け持ち高齢患者は、学生に

対して自分が成長の一端を担っていると認識し、学生を見守っていたことがわかる。 

 今回の受け持ち高齢患者は、実習開始時から看護学生の実習を肯定的に受け止め、実習

終了時に『良い看護師になってほしい』という役割期待を強くもったと考える。学生は、

患者から自分に向けられた期待を感じることは、看護を学ぶ意欲や、看護師を目指して頑

張るという自らの動機付けの強化につながると考える。  

今回は、全員が実習に肯定感を持っていたが、学生の関わりの受け止め方はさまざまで

あった。高齢患者が学生に寄せる好ましい思いや信頼が十分でない場合は、学生の援助技

術が患者の身体的な負担のみならず、心理的な苦痛にもつながる可能性もある。教員は、

高齢患者が学生の関わりに求めているものに常に耳を傾けて行く必要がある。 

 

第 6 章 本研究の限界と今後の課題 

本研究調査は、対象人数が少なかったため、結果に偏りが生じている可能性がある。ま

た、全員が肯定的に看護学生を受け止めていたため、否定的意見が反映されていない可能

性がある。今後は否定的受け止めも含めた、複数の患者の調査を行う必要がある。 

 

第 7 章 結論 

看護学生の受け持ちとなる高齢患者は、 

1)病院にお世話になっているという気持ちや、過去の好意的な印象などによって実習を肯

定的に受け入れていた。 

2)自分の不自由な身体への配慮を感じる学生からのケアやこれからの生活を考えた提案に

感謝の気持ちを抱いていた。 

3) 高齢患者は、実習を引き受けた学生に対し、立派な看護師になってほしいという役割期

待を抱いていた。 
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